
▲第３回平和を考える作文コンクール
　表彰式 

協定事業所

成田新聞販売

朝日新聞 ASA 富里

朝日新聞 ASA 成田南部

読売センター新成田

松尾新聞販売

毎日新聞三里塚販売

生活協同組合コープみらい

千葉県ヤクルト販売㈱

㈱ジェネッツ千葉本店

＜順不同＞

佐々木　詩織さん
富里南中学校２年

　

お
正
月
に
祖
母
の
実
家
に
親

戚
が
集
ま
っ
た
時
の
事
で
す
。
豪

華
な
お
せ
ち
料
理
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、「
今
は
幸
せ
だ
ね
。」
と

言
っ
て
祖
母
が
話
し
出
し
ま
し

た
。

　

「
私
が
詩
織
と
同
じ
年
の
頃
は
、

太
平
洋
戦
争
の
末
期
で
こ
の
千

葉
市
も
二
度
空
襲
を
受
け
、
焼
夷

弾
を
落
と
さ
れ
千
葉
市
の
半
分

が
丸
焼
け
に
な
っ
た
の
。
そ
れ
か

ら
一
カ
月
半
で
終
戦
。
戦
争
は

終
わ
っ
て
も
食
糧
難
は
続
き
、
配

給
に
頼
る
生
活
だ
っ
た
。
女
学
校

の
頃
、
弁
当
の
米
が
無
く
て
さ
つ

ま
い
も
を
新
聞
紙
に
く
る
ん
で

持
っ
て
い
っ
て
い
た
。
中
に
は
ご

飯
を
食
べ
て
い
る
友
達
も
い
て
、

と
て
も
恥
ず
か
し
か
っ
た
。

　

小
学
校
の
先
生
に
な
っ
た

頃
、
脱
脂
粉
乳
の
給
食
が
始
ま
っ

て
、
私
は
心
か
ら
あ
り
が
た
い
と

思
っ
た
。
栄
養
失
調
の
子
供
達
が

救
わ
れ
た
。
人
間
は
生
き
る
た
め

に
食
べ
る
。食
べ
る
た
め
に
働
く
。

世
界
中
の
人
間
が
み
ん
な
食
べ

る
た
め
に
生
き
て
い
る
。
互
い
を

殺
す
た
め
に
生
き
て
る
ん
じ
ゃ

な
い
の
よ
ね
。」

　

祖
母
が
戦
争
体
験
者
だ
と
い

う
事
、
祖
母
の
父
親
は
戦
死
し
て

い
る
事
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

問
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
班
　

（
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）
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１
２

　

戦
後
69
年
を
迎
え
、
戦
争
の
記
憶
が
風
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
今
、
平
和
に
暮
ら
し
て
い
る
今
の
生
活
が
ど
ん
な
に
大

切
な
も
の
か
を
感
じ
、
人
の
心
に
悲
し
み
と
苦
し
み
を
与

え
た
戦
争
の
悲
惨
さ
を
多
く
の
人
に
語
り
継
が
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
平
和
の
大
切
さ
を

考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、『
平
和
を
考
え
る
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
３
回
目
と
な
る
昨
年
度
は
、

市
内
中
学
校
か
ら
23
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
中
か
ら

市
長
賞
を
受
賞
し
た
佐
々
木
詩
織
さ
ん
の
作
品
を
掲
載
し

ま
す
。

第
３
回
平
和
を
考
え
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

お
も
な
内
容

  正しい生活リズムを身に付けるために

１　朝、日の光を浴びましょう
２　朝ごはんを食べましょう
３　昼間にしっかり活動しましょう
４　家族みんなで早寝早起きしまし
　 ょう
５　小さいときから正しい生活リズ
      ムを習慣付けましょう　　　

　市では、子どもたちの健やかな成長のため、生活リズム向上を図るこ

とを目的として「早寝・早起き・朝ごはん」運動を実施しています。

　この運動をより推進するため、生活リズム向上標語コンテストを開催します。

８
月
15
日
は
終
戦
記
念
日

　地域や身近なところに、

○ひとりで暮らす高齢者の様子がいつもと違う

　・郵便受けが新聞でいっぱいになっている

○もしかして認知症？虐待？

　・暑い日や寒い日、雨の日なのに高齢者

が長時間屋外にいる

　など、支援を必要としている人がいる

かもしれません。

より良い地域コミュニティのために

こんなことに気づいたら連絡を！

よ
り
具
体
的
な
話
を
聞
い
た
の

は
、
今
回
が
初
め
て
で
し
た
。
戦

争
に
関
す
る
話
は
テ
レ
ビ
や
マ
ン

ガ
を
通
し
て
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
当
時
の
食
糧
事
情
は
私
の
想

像
を
超
え
る
も
の
で
し
た
。
今
の

時
代
は
、
食
べ
た
い
と
思
え
ば
す

ぐ
に
手
に
入
り
、
嫌
い
な
も
の
は

食
べ
ず
に
済
む
。
平
気
で
食
べ
物

を
残
し
、
何
不
自
由
な
く
生
活
で

き
て
い
る
事
、
私
は
こ
の
話
を
聞

い
て
、
今
私
た
ち
が
笑
っ
て
過
ご

せ
て
い
る
事
が
ど
ん
な
に
幸
せ
な

こ
と
か
と
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
同
じ
地
球
で
も
言
葉
や

肌
の
色
、
考
え
方
が
違
う
こ
と
で

差
別
し
、
紛
争
が
起
こ
り
、
奪
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私

は
こ
の
よ
う
な
事
が
無
く
な
っ
た

ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
戦
争
な
ど

で
た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く
な
っ
た

中
、
祖
父
母
や
父
母
か
ら
リ
レ
ー

さ
れ
て
い
る
命
の
バ
ト
ン
を
次
の

世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
け
る
よ

う
に
平
和
を
願
い
つ
つ
、
精
一
杯

生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　７月４日、市長室にて地域で

活動している事業者と高齢者の

見守り協定を締結しました。

　事業者は日々の活動中に、高

齢者の異変や生活上の支障に気

がついたときに、市に連絡する

など協力をいただき、地域で生

活する高齢者の見守り体制の充

実を図ります。

問・連絡先　

高齢者福祉課高齢者支援センター

　 （93）４９８１

■応募資格　市内在住、在勤、在学の人

■応募方法　９月10日（水）までに、応募用紙に必要事項を記入して

回収箱に投函（※）、郵送【10日必着】、ＦＡＸのいずれかの方法で提出。

※応募用紙と回収箱は中央公民館、市立図書館、中部ふれあいセンター、

北部コミュニティセンターに備え付けてあります。

■その他　○作品は一人３点まで応募可（未発表のものに限る）

　　　　　○標語に関する著作権は市に帰属

問・申込先　生涯学習課社会教育班

　   （93）７６４１　ＦＡⅩ　（91）１０２０　

〒２８６－０２９２（住所不要）
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8 住宅用省エネルギー設備　ほか

各種設置補助金……………………………２
資源回収にご協力を

資源回収団体へ奨励金を交付します……２
富里第一小学校で「環境学習出前講座」

とみさとプラザ……………………………３
市政ホットニュース

新たな民生委員・児童委員が決定しました…３
かみかみ歯っピー　ほか

Hea l t hy  L i f e －増刊号－ ………………３

協
　
定

住み慣れた地域で安心して暮らせるように

高齢者見守り協力事業者協定調印式

生活リズム向上

標語コンテスト作品募集！

市
長
賞
受
賞
作
品

　
命
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ

平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
…

― その１ ―



　
ご
み
を
き
ち
ん
と
分
別
し
、
資

源
回
収
に
出
す
こ
と
で
、
資
源
を

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ほ
か
、
ご
み

処
理
経
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
資
源
物
の
分
別
と
資
源
回

収
運
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
資
源
回
収
団
体

（
区
、
自
治
会
、
子
ど
も
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
）
に
対
し
、
回
収
量
に

応
じ
て
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
新
規
団
体
の
登
録
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
資
源
回
収
運
動
と
は

　

資
源
回
収
運
動
と
は
、
皆
さ
ん

が
一
定
の
日
時
や
場
所
を
決
め
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
物
を
持

ち
寄
り
、
直
接
業
者
に
回
収
し
て

も
ら
う
運
動
で
す
。

■
資
源
物

○
新
聞

○
雑
誌

○
段
ボ
ー
ル

○
飲
料
用
紙
パ
ッ
ク

○
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ペ
ー
パ
ー

　

（
お
菓
子
箱
、
紙
袋
な
ど
）

○
衣
類

○
シ
ー
ツ

○
毛
布

○
飲
料
用
ア
ル
ミ
缶

○
ビ
ー
ル
瓶

○
一
升
瓶
（
緑
、
茶
色
酒
瓶
）

■
利
用
方
法

　
資
源
回
収
運
動
を
利
用
す
る
と

き
は
、
市
環
境
課
で
最
寄
り
の
資

源
回
収
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

問
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
班
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生
ご
み
の

堆
肥
化
を

応
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
な

ど
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
肥
料
と
し
て
花
の
植

栽
や
家
庭
菜
園
な
ど
で
活
用
で
き
、

ご
み
の
減
量
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
対
象

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、

　

居
住
し
て
い
る
（
事
業
所
な
ど

　

の
法
人
を
除
く
）

○
容
器
な
ど
を
設
置
す
る
場
所
が

　

あ
る

○
容
器
な
ど
を
適
正
に
維
持
管
理

　

で
き
る

○
堆
肥
を
自
家
処
理
で
き
る

■
容
器
の
種
類
・
助
成
金
額
な
ど

○
堆
肥
化
容
器
・
コ
ン
ポ
ス
ト

　

購
入
費
の
２
分
の
１
、

　

１
基
当
た
り
限
度
額　

３
千
円

○
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

　

購
入
費
の
２
分
の
１
、

　

１
基
当
た
り
限
度
額　

２
万
５
千
円

※
助
成
金
額
は
１
０
０
円
未
満

切
り
捨
て
で
、
１
世
帯
に
対
す

る
年
度
内
の
助
成
金
の
額
は
、

２
万
５
千
円
が
限
度
で
す
。

※
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
申
請

は
、
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
５
年

を
経
過
し
な
け
れ
ば
、
再
び
申
請

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
故

障
し
て
使
え
な
く
な
っ
た
な
ど
の

理
由
は
除
く
）

■
持
ち
物

　

領
収
書
、カ
タ
ロ
グ
（
コ
ピ
ー
可
）、

印
鑑
、
通
帳

■
そ
の
他　

申
請
後
に
職
員
が
設

置
状
況
の
確
認
に
訪
問
し
ま
す
。

問
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
班
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資
源
回
収
団
体
に
は

回
収
量
に
応
じ
て

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

資
源
回
収
運
動
に
ご
協
力
を

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

富
里
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
（
素
案
）

　

平
成
25
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
」、
同
法
に
基
づ
く

「
政
府
行
動
計
画
」
及
び
「
千
葉

県
行
動
計
画
」
を
踏
ま
え
、「
富

里
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
こ
の
計
画

の
素
案
を
作
成
し
た
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
公
表
し
、
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

■
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

８
月
15
日（
金
）～
９
月
４
日（
木
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

■
閲
覧
方
法

○
健
康
推
進
課
窓
口

○
日
吉
台
出
張
所
窓
口

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

○
郵
送
（
４
日
消
印
有
効
）

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

※
意
見
書
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん

■
そ
の
他　

市
は
、
提
出
さ
れ
た

意
見
を
考
慮
し
、
最
終
的
な
意
思

決
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
提
出

さ
れ
た
意
見
と
、
こ
れ
に
対
す
る

市
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。
な

お
、
提
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し

案
を
修
正
し
た
と
き
も
、
内
容
と

理
由
を
公
表
し
ま
す
。

問
・
提
出
先

　
健
康
推
進
課
予
防
班
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電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
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不
要
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■
対
象
者　

市
内
に
自
ら
居
住
す

る
住
宅
に
未
使
用
品
の
住
宅
用
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
設
置
す
る
人
、

ま
た
は
未
使
用
品
の
住
宅
用
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
が
設
置
さ
れ
た
市

内
の
住
宅
を
購
入
す
る
人

■
対
象
設
備

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

○
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

　

（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

○
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電

　

シ
ス
テ
ム

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

　

（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）

○
電
気
自
動
車
充
給
電
設
備

※
補
助
金
の
交
付
は
対
象
設
備
ご
と

に
、
１
住
宅
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

問
環
境
課
環
境
保
全
班

　

湖
沼
や
河
川
の
水
質
汚
染
は
、

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
で

大
き
く
改
善
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
区
域

○
下
水
道
認
可
区
域
以
外
の
区
域

○
団
地
な
ど
の
集
中
合
併
処
理
浄

　

化
槽
処
理
区
域
以
外
の
区
域

■
交
付
要
件

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

○
自
己
居
住
用
の
住
宅
に
設
置

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
、

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
、

家
庭
用
浄
水
器
の
各
種
設
置
補
助
金

問
環
境
課
　

（
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）
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○
浄
化
槽
設
置
届
、
ま
た
は
建
築
確

　

認
の
審
査
を
受
け
て
設
置
す
る

○
住
宅
を
借
り
て
い
る
人
は
貸
主

　

の
承
諾
を
得
て
い
る

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

問
環
境
課
環
境
衛
生
班

■
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
て
、

井
戸
水
を
日
常
生
活
の
飲
料
用
と

し
て
い
る
人
で
、
次
の
す
べ
て
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合

○
「
硝
酸
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸

　

性
窒
素
」
の
値
が
基
準
値
を
超

　

え
て
い
る

○
住
ん
で
い
る
住
宅
の
敷
地
に
隣
接

　

す
る
道
路
に
上
水
道
配
管
が
敷
設

　

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
地
下
水
の

　

ほ
か
に
飲
料
水
の
確
保
が
困
難

■
対
象
浄
水
器　

「
硝
酸
性
窒
素

及
び
亜
硝
酸
性
窒
素
」
を
基
準
内

に
除
去
で
き
る
機
器
で
、
次
の
す

べ
て
の
要
件
を
満
た
す
浄
水
器

○
飲
料
水
を
供
給
で
き
る
装
置
に

　

接
続
で
き
る

○
浄
水
性
能
が
、
１
時
間
当
た
り

　

５
ℓ
以
上

○
耐
用
年
数
が
、
通
常
の
使
用
方

　

法
で
５
年
以
上

○
性
能
の
保
証
期
間
が
１
年
以
上

※
補
助
金
の
交
付
は
、
１
住
宅
に

つ
き
１
回
限
り
で
す
。

問
環
境
課
環
境
保
全
班

　
補
助
金
額
や
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
種
補
助
金
の
受
付

は
、
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

※
申
請
は
各
種
設
備
の
設
置
工
事
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
用
浄
水
器

　
　
　
設
置
補
助
金

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
設
備
設
置
補
助
金

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
　
設
置
補
助
金

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

　
　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
公
正

な
待
遇
を
確
保
し
、
納
得
し
て
働

け
る
よ
う
、
改
正
法
が
平
成
27
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

①
正
社
員
と
の
差
別
的
取
扱
い
が

　

禁
止
さ
れ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム

　

労
働
者
の
対
象
範
囲
の
拡
大

　

こ
れ
ま
で
は
禁
止
の
対
象
で
な

か
っ
た
有
期
労
働
契
約
の
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
も
、
次
の
要
件
に

該
当
す
れ
ば
、
正
社
員
と
の
差
別

的
取
扱
い
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

○
職
務
の
内
容
が
正
社
員
と
同
一

○
人
材
活
用
の
仕
組
み
が
正
社
員
と
同
一

②
短
時
間
労
働
者
の
待
遇
の
原
則

　

の
新
設

　

正
社
員
と
の
待
遇
の
相
違
は
、

職
務
の
内
容
、
人
材
活
用
の
仕
組

み
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
、
不
合

理
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

③
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
い

　

入
れ
た
と
き
の
事
業
主
に
よ
る

　

説
明
義
務
の
新
設

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
い

入
れ
た
と
き
は
、
雇
用
管
理
の
改

善
措
置
の
内
容
を
説
明
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か
ら
の

　

相
談
に
対
応
す
る
た
め
の
事
業
主

　

に
よ
る
体
制
整
備
の
義
務
の
新
設

　

事
業
主
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
適
切

に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制

を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
・

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
規
則
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
に
つ
い
て

問
千
葉
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

０
４
３
（
２
２
１
）
２
３
０
７

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

施
行
規
則
な
ど

　

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
格

差
の
縮
小
、
女
性
の
活
躍
促
進
を

一
層
推
進
す
る
た
め
、
７
月
１
日

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
間
接
差
別
」
対
象
範
囲
を

　

総
合
職
か
ら
す
べ
て
の
労
働
者

　

へ
拡
大

　

労
働
者
の
募
集
、
採
用
、
昇
進
、

職
種
の
変
更
を
す
る
と
き
に
、
合

理
的
な
理
由
を
な
し
に
、
転
勤
要

件
を
設
け
る
こ
と
は
、「
間
接
差

別
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

②
性
差
別
指
針
に
事
例
を
追
加 

　

結
婚
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

職
種
の
変
更
や
定
年
の
定
め
を
男

女
で
異
な
る
取
扱
い
を
し
て
い
る

事
例
を
新
た
に
追
加
し
ま
し
た
。

③
セ
ク
ハ
ラ
指
針
を
よ
り
わ
か
り

　

や
す
く
明
示

　

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防
・
事
後
対
応

の
徹
底
な
ど
の
指
針
を
よ
り
わ
か

り
や
す
く
し
ま
し
た
。

④
コ
ー
ス
等
別
雇
用
管
理
指
針
の

　

制
定

　

コ
ー
ス
等
ご
と
に
雇
用
管
理
を

行
う
と
き
に
事
業
主
が
注
意
す
べ

き
事
項
を
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
、

新
た
に
指
針
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
等
ご
と
に
異
な
る
配

置
・
昇
進
・
教
育
訓
練
な
ど
を
行
っ

て
い
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
と
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
規
則
な
ど

の
主
な
改
正
内
容
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



　

公
的
機
関
の
調
査
を
か
た
り
、
年
金
を
停
止
す
る
な
ど
と
脅

し
て
個
人
の
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

◆
事
例
◆
　

　

突
然
知
ら
な
い
女
性
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
国
の
調
査
な
の
で

答
え
な
け
れ
ば
年
金
が
減
額
さ
れ
る
」
と
言
わ
れ
、
生
年
月
日
・

家
族
構
成
・
年
金
受
給
額
な
ど
を
聞
か
れ
た
。

　

不
快
に
思
い
何
も
答
え
ず
電
話
を
切
っ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に

「
市
役
所
の
生
活
課
で
年
金
を
担
当
し
て
い
る
」
と
い
う
男
性
か

ら
、「
調
査
に
協
力
し
な
い
と
年
金
が
停
止
さ
れ
る
が
よ
い
の
か
」

と
電
話
が
あ
っ
た
。

　

電
話
を
切
っ
て
も
す
ぐ
に
電
話
が
か
か
る
、
と
い
う
繰
り
返

し
で
、
と
て
も
し
つ
こ
か
っ
た
。
不
審
で
あ
り
気
味
が
悪
い
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス
・
注
意
点
◆

公
的
機
関
が
個
人
宅
に
電
話
し
て
、
い
き
な
り
生
年
月
日
や
家

　

族
構
成
な
ど
を
尋
ね
た
り
、
年
金
の
支
給
停
止
を
告
げ
る
な
ど

　

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
手
の
ペ
ー
ス
に
乗
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

電
話
が
し
つ
こ
く
続
く
と
き
は
、
最
寄
り
の
警
察
や
消
費
生
活

　

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
契
約
な
ど

消
費
生
活
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
に
専
門
の
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
　
月
～
金
曜
日

　
　
　
　

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午
／
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所
　
市
役
所
分
庁
舎
２
階

　

ま
た
、
地
域
や
団
体
な
ど
の
希

望
に
応
じ
て
、
専
門
相
談
員
を
無

料
で
派
遣
し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

防
止
す
る
た
め
の
講
座
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
・
相
談
先

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　

（
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●
『「
個
人
の
情
報
を
教
え
な
い
と
年
金
を
停
止
す
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脅
さ
れ
た
！
』
の
巻

消 費 生 活
相談コラム
消 費 生 活
相談コラム

は
い
、
こ
ち
ら

で
す
！

ー

タ

ン

セ

費

消

生

活

かみかみ歯ッピー教室

　10・11 か月児を対象にした歯

磨き教室を開催します。

　当日は、離乳食などの相談も受

け付けています。

日時…９月 12 日（金）

　　　①午前 ９ 時 20 分～

　　　②午前10時10分～

　　　③午前11時～

場所…保健センター

対象…平成 25 年 10・11 月生まれ

　　　の幼児と保護者

　　　（対象者に通知します）

持ち物…母子健康手帳　

費用…無料

定員…各時間 10 組程度

問・申込先

　健康推進課保健指導班

在宅訪問歯科診療制度
を利用しませんか？

　市では、保健サービスの一環とし

て、訪問による歯科診療や歯科保健

指導などを行い、口腔衛生の改善と

健康保持増進を図っています。

対象…市内在住の原則として 65 歳

以上の人で、寝たきりまたはこれに

準ずる状態のため、通院による診療

が困難で在宅の受診が可能な人

問健康推進課保健指導班

子どもぜん息・
アレルギー相談

日時…８月 28 日（木）

　　　午後１時 15 分～４時

場所…印旛保健所＜佐倉市鏑木仲田町＞

対象…ぜん息、食物アレルギー、

　　　アトピー性疾患などで治療中

　　　の子どもを持つ保護者

内容…小児科アレルギー専門医に

　　　よる個別相談

定員…先着６人

申込み…８月 25 日（月）までに

　　　　電話で予約

問・申込先

　印旛保健所地域保健課

　 ０４３（４８３）１１３４

としょかんねっと
Toshokan
Net

問  ・申込先　市立図書館

　 （90）４
よ む よ む

６４６

－増刊号－

環　境

富
里
第
一
小
学
校
で
「
環
境
学
習
出
前
講
座
」

リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
学
ぼ
う

　

6
月
25
日
、
富
里
第
一

小
学
校
で
４
年
生
の
児
童

を
対
象
に
、
環
境
学
習
出

前
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
市
と
市

環
境
美
化
推
進
協
議
会
に

よ
る
環
境
学
習
の
一
環
で

子
ど
も
た
ち
に
環
境
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う

き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
マ
イ

バ
ッ
グ
作
り
や
ご
み
の
分

別
・
資
源
化
に
つ
い
て
の

学
習
を
通
じ
て
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

▲自分だけのオリジナルマイバックで大満足！

― その２ ―

3 広報とみさと　2014.8.15

　市立図書館ホームページから、現在借りている図書の貸出延

長を行うことができます。貸出延長の手続きは、借りている図

書 1 冊に対して、1 回行うことができます。

　利用には、図書館の利用券カード番号とパスワードが必要で

す。パスワードは、図書館ホームページから登録できます。

■対象　利用券カードをお持ちの市内在住、在勤、在学の人

※貸出期限の過ぎた資料や予約の入っている資料、他館から借

り受けた資料、視聴覚資料は延長できません。
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　民生委員・児童委員が選定中だった２地区で、新たな委員が

決定し、８月１日付けで厚生労働大臣から委嘱されました。

　任期は、平成26年８月１日から平成28年11月30日までです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 ＜敬称略＞

■民生委員・児童委員とは…

　社会奉仕の精神を持って、周辺地域に住んでいる皆さんの心

配ごとなどを解決するため、地域における相談や支援をするボ

ランティアです。

問社会福祉課厚生班　 （93）４１９２

担当地区 氏　名 電話番号

太陽の丘、十倉台、
十倉374通、十倉十光台 大石　松次 （91）３４９９

葉山 嶋本　幸德 （93）９７７３

新たな
民生委員・児童委員が決定しました

　洗心小・浩養小学校区では、各地区の老人会で健康講座を開催し

ていく予定です。

　その他にも、色々考えて開催していきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。

■洗心小・浩養小学校区

　保健推進員

前列左から）

佐々木佳代・ 西垣保子

後列左から）

平山江美子・芹川照代

【塩野谷邦恵】

　　　　　　　  ＜敬称略＞

～ 地域健康づくりのサポート役 ～

　　富里市地区保健推進員です！

地区保健推進員活動記⑥『洗心小・浩養小学校区』編

知っていると便利な

「インターネットサービスの貸出延長」



くらし

有害鳥獣の捕獲を実施

　市では、農作物に被害を与える有

害鳥獣の捕獲を行います。獣類は箱

わなで、鳥類は銃器で捕獲を予定し

ています。

　日程など詳しくは、市ホームページ

と対象地域への回覧でお知らせします。

実施予定期間…８　月 １　日 （金）～

　　　　　　　10 月 　31  日 （金） まで

問産業経済課土地改良班

　 （93）４９４４

道路上に張り出している
樹木の伐採について

　樹木や枝が道路に張り出し、通行

の妨げとなっている箇所が見受けら

れます。次のような状態が見受けら

れる土地（樹木）の所有者は、樹木

の伐採または枝払いなど、適正な管

理をお願いします。

○車道や歩道に樹木や枝が張り出している

○枯れ木や倒木による通行障害がある

○竹木の繁茂による通行障害がある

　これらが原因で通行中の車両が損

傷する事故などが発生した場合には、

土地（樹木）の所有者が賠償責任を問

われる場合があります。

問い合わせ先

●国道・県道に関すること

　成田土木事務所管理用地課

　 （26）４８３２

●市道に関すること

　建設課管理班　 （93）５７４７

福  祉
手話通訳者を配置しています

　市では、社会福祉課に手話通訳者

を配置しています。市役所内の手続

きや相談時にご利用ください。

問社会福祉課厚生班　 （93）４１９２

手話通訳者・要約筆記奉仕員
を派遣します

　日常生活で手話通訳が必要なとき

や、　手話がわからない難聴者・中

途失聴者のために、手話通訳と要約

筆記奉仕員の派遣をしています。い

ずれも費用は無料です。

問社会福祉課厚生班

（93）４１９２

ＦＡⅩ（93）２２１５

年金相談
　

日時…８月 21 日（木）

　　　午前 10 時～正午／

          午後１時～３時

場所…北部コミュニティーセンター

問国保年金課高齢者医療年金班

　 （93）４０８５

あなたの預金を守る
預金保険制度

　預金保険制度は、万が一金融機関

が破綻した場合に、預金者などの

保護や資金決済の履行の確保を図り、

信用秩序を維持する制度です。

　定期預金や利息付きの普通預金な

どは、金融機関ごとに預金者１人当

たり、元本１, ０００万円までとそ

の利息などが保護されます。

　決済用預金は金額保護されます。

決済用預金とは、当座預金や利息

のつかない普通預金など、「無利息、

要求払い、決済サービスを提供でき

ること」という３要件を満たす預金

です。該当するかについては、各金

融機関で確認してください。

問  関東財務局千葉財務事務所理財課

　　 ０４３（２５１）７２１４

子育て

提出しましたか？
児童扶養手当の「現況届」

　児童扶養手当は、ひとり親家庭や、

親と一緒に生活していない児童を養

育する家庭の生活の安定と自立を助

け、児童の福祉増進を図ることを目

的として支給する手当です。

　現在、手当の認定を受けている人

には、８月初旬に関係書類を郵送し

ました。８月１日現在の状況を「現

況届」に記入し、８月中に必要書類

を添えて提出してください。

※手続きがないときは、８月分以

降の手当が受けられなくなります。

問・申請先

　子育て支援課児童家庭班

　 （93）４４９７

ひとり親家庭の
医療費の一部を助成します

　18 歳までの児童がいる母子・父

子家庭世帯の人が、保険医療機関の

診療や調剤を受けたとき、その自己

負担額を一部助成しています。

　なお、受給資格の更新が必要にな

りますので、８月中に手続きをして

ください。

 ただし、所得が一定以上あるとき

や生活保護世帯は対象になりません。

持ち物…○印鑑　　○健康保険証

　　　　○預金通帳（カード）

問・申請先

　子育て支援課児童家庭班

　 （93）４４９７

保険・年金・税

国民健康保険の
所得申告を忘れずに

　

　所得税や市・県民税の申告が不要

な人でも、国民健康保険税の納税義

務者は、世帯に属する加入者の所得

などの申告が必要です。

　そのため、市では課税の公平性の

確保と平等な保険給付を図るため、

申告が済んでいない人や給与支払報

告書を提出していない人を対象に、

「国民健康保険税申告書」を送付し

ています。

　この申告書は、高額療養費の支給

などの判定基準になります。

　また、未申告の場合、軽減措置な

どを受けられないことがあります。

　申告書を受け取ったら、10 日以

内に必ず提出してください。

問国保年金課国保税班

　 （93）４０８４

国民年金
第３号被保険者の届出

　サラリーマンの妻など、厚生年金

や共済組合に加入している配偶者に

扶養されている 20 歳～ 59 歳の人

は、国民年金の第３号被保険者にな

ります。

　第３号被保険者の保険料は、年金

制度全体で負担するので個人が納め

る必要はありませんが、届出は必要

になります。

　この届出は、健康保険の扶養の届

出と一緒に配偶者の勤務先へ届け出

てもらい、勤務先を経由して年金事

務所に提出されます。

　次のように第３号被保険者に該当

するようになったときは、忘れずに

会社などに届出をしてください。

■第３号被保険者に該当するとき

○結婚して扶養に入ったとき

○既婚で扶養に入っている人が 20

　歳になったとき

○自分の収入が減り、配偶者の扶養

　に入ったとき

○配偶者が厚生年金（会社員）や共

　済組合（公務員）に加入して扶養

　に入ったとき

問幕張年金事務所

　 ０４３（２１２）８６２１

広報とみさとは、再生紙、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

環  境

空き地の管理は適正に

　空き地の雑草を放置しておくと、

ごみの不法投棄や害虫などの発生原

因となります。所有者は日ごろから

土地の適正管理を心掛けてください。

問環境課環境衛生班　

　 （93）４９４５

耕作放棄地の再生利用を
支援します

　耕作放棄地は病害虫の発生源や有

害獣のすみかになるなど、環境に悪

影響を与えます。

　国や県では、耕作放棄地を再生利

用する人を対象に、草刈りや用排水

路整備などの経費の一部助成や、地

域や集落の話し合いによる再生農地

の担い手や活用方法を検討する支援

をしています。

　また、地域の再生を支援するボラ

ンティア「耕作放棄地解消応援団」

を募集中です。地域で取り組む再生

作業に支援が必要なときは、相談し

てください。

問県農地・農村振興課

　 ０４３（２２３）２８６２

仲間募集

フォークダンス“べるの会”

　初めての人も、ぜひ見学に来てください。

日時…第１・２・３水曜日

　　　午前 10 時～正午

場所…北部コミュニティーセンター２階

費用…入会金　５００円

　　　月会費　２，５００円

問久保谷　 （26）０７８０

公民館

公民館の使用申請

■９月２日（火）から受付

　公民館棟の 12 月使用分、講堂棟

の平成 27 年３月使用分の使用申請

書の受付が始まります。

　２日（火）の午前８時 30 分まで

に複数の人が申請に来たときは、申

請の受付順を決める抽選を行います。

　なお、受付時間は、午前８時 30 分

～午後５時 15 分までです。

問中央公民館　 （92）１２１１
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